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堆
肥
化
等
、
リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
量
）	

・
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
・
リ
サ
イ

ク
ル
（
再
利
用
）
と
い
う
３
Ｒ
の
徹

底
が
図
れ
る
よ
う
啓
発
等
を
強
化
し

て
い
く
。

　

併
せ
て
、
他
都
市
の
先
進
事
例
等

も
研
究
検
討
し
、
市
民
と
の
協
働
に

よ
る
高
知
方
式
の
充
実
・
発
展
に
努

め
て
い
く
。

	

可
燃
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集

に
つ
い
て
聞
く
。

	

他
都
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る

可
燃
粗
大
ご
み
の
戸
別
収
集
は
、
分

別
の
徹
底
や
事
業
系
ご
み
の
混
入
防

止
に
よ
る
ご
み
減
量
の
ほ
か
、
ス
テ	

ー
シ
ョ
ン
ま
で
の
運
搬
が
困
難
な
方

の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、
一
定
の
効

果
も
期
待
で
き
る
が
、
月
１
回
の
収

集
日
に
排
出
で
き
な
く
な
る
と
い
う

デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ら
れ
る
。

　

今
後
、
ご
み
の
減
量
対
策
を
含
め
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
し
な
が
ら
、

最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
図
れ

る
こ
と
を
念
頭
に
、
よ
り
効
果
的
な

ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
、

平
成
25
年
度
か
ら
第
三
次
一
般
廃
棄

物
処
理
基
本
計
画
の
中
に
位
置
付
け
、

検
討
し
て
い
く
。

	

菖
蒲
谷
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
減
容

問答問

工
場
の
耐
用
年
数
と
、
建
て
替
え
に

つ
い
て
聞
く
。

	

建
物
の
耐
用
年
数
が
、
お
お

む
ね
50
年
と
な
っ
て
お
り
、
平
成
33

年
度
末
が
一
定
の
め
ど
に
な
る
。
老

朽
化
や
狭
小
化
に
加
え
、
耐
震
性
の

課
題
や
津
波
被
害
も
想
定
さ
れ
る
た

め
、
現
位
置
で
の
建
て
替
え
は
困
難

で
あ
り
、
33
年
度
末
ま
で
に
処
理
方

法
も
含
め
、
新
た
な
移
転
先
の
確
保

等
、
総
合
的
に
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

答

ご
み
減
量
へ
継
続
し
た
努
力
を

　

本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
市
民
１
人
・
１
日
当
た
り
の
家
庭
ご

み
排
出
量
を
、
国
が
示
し
た
目
標
値
５
３
６
グ
ラ
ム
以
下
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
地
域
で
の
ご
み
懇
談
会
の
実
施
や
、
雑
が
み
の
資
源
回
収
の
開

始
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
７
月
に
は
ご
み
処
理
の
適
正
化
の
た
め
、
資
源
物
の
持
ち

去
り
行
為
を
禁
止
す
る
条
例
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

	

資
源
物
の
持
ち
去
り
行
為
対

策
の
現
状
と
効
果
を
聞
く
。

	

本
年
４
月
か
ら
、
非
常
勤
職

員
の
警
察
官
Ｏ
Ｂ
と
担
当
課
職
員
の

２
名
で
構
成
し
た
パ
ト
ロ
ー
ル
班
を

２
組
編
成
し
、
午
前
６
時
か
ら
10
時

30
分
に
か
け
て
、
排
出
日
と
な
っ
て

い
る
全
て
の
資
源
・
不
燃
物
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
る
。
併
せ
て
、
市
民
か
ら
の

目
撃
情
報
な
ど
の
電
話
受
付
も
行
っ

て
い
る
。

　

そ
の
結
果
、
資
源
物
の
持
ち
去
り

行
為
者
に
対
す
る
指
導
・
注
意
等
の

件
数
は
、
４
月
の
68
件
か
ら
８
月
に

は
11
件
と
順
次
減
少
し
て
い
る
。

	

今
後
の
ご
み
減
量
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

	

ご
み
の
排
出
量
は
、
景
気
の

動
向
や
地
域
、
分
別
の
状
況
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
影
響
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
環
境
負
荷
の
少

な
い
循
環
型
都
市
、
低
炭
素
都
市
の

形
成
を
目
指
す
に
は
、
現
状
に
満
足

せ
ず
、
継
続
し
て
減
量
化
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
。

　

今
後
も
全
市
的
に
ご
み
懇
談
会
や

出
前
講
座
等
を
通
じ
、
台
所
ご
み
の

水
切
り
や
分
別
の
徹
底
、
生
ご
み
の

問答問答

９月定例会
で可決した 主な議案
○火災予防条例の一部を改正する条
例議案
　電気自動車用の急速充電設備を
設置する際の位置、構造および管
理に関する基準が新たに定められ
たことに伴い、条例の一部を改正
するもの。

○不動産取得議案
　財団法人高知市学校建設公社が
建設した江陽小学校普通教室棟の
一部および管理特別教室棟を価格
18億 2,035万 1,000円以内で取得
しようとするもの。

○平成23年度水道事業会計利益の処
分に関する議案
　平成23年度水道事業会計未処分
利益剰余金を減債積立金に積み立
てることについて、市議会の議決
を求めるもの。

中
山
間
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

　

本
市
の
過
疎
地
域
で
あ
る
土
佐

山
や
鏡
、
そ
し
て
行
川
な
ど
の
中

山
間
地
域
で
は
、
市
内
中
心
部
に

近
い
と
い
う
強
み
を
生
か
し
、
県

下
の
中
山
間
地
域
の
モ
デ
ル
と

な
る
事
業
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
過
疎
対
策（
定
住
・
空
き
家
）

	

中
山
間
地
域
に
移
り
住
み
た

い
人
の
た
め
に
、
多
角
的
に
生
活
環

境
を
整
備
し
、
情
報
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
を
聞

く
。

	

定
住
対
策
は
、
中
山
間
地
域

の
抱
え
る
課
題
解
決
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
対
策
で
あ
り
、
住
居
の

確
保
だ
け
で
な
く
、
居
住
地
を
取
り

巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
整
備
も
重
要

と
考
え
る
。

　

現
在
、
課
題
の
共
有
や
検
討
、
総

合
調
整
、
進
行
管
理
の
一
元
化
な
ど

問答

を
目
的
と
す
る
全
庁
的
な
組
織
と
し

て
（
仮
称
）
高
知
市
中
山
間
地
域
等

振
興
対
策
本
部
の
設
置
に
向
け
作
業

を
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
こ
の
対

策
本
部
で
総
合
的
に
検
討
し
取
り
組

ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
８
月
か
ら
中
山
間
地
域
に

あ
る
賃
貸
可
能
な
空
き
家
物
件
情
報

を
提
供
す
る
「
中
山
間
地
域
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
制
度
」
を
設
け
、
不
動

産
協
会
等
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
移

住
希
望
者
と
空
き
家
所
有
者
を
つ
な

い
で
い
く
な
ど
、
中
山
間
地
域
へ
の

移
住
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

■
公
共
交
通

	

交
通
弱
者
対
策
、
健
康
・
福

祉
施
策
と
し
て
、
市
内
の
公
共
交
通

空
白
地
域
へ
の
デ
マ
ン
ド
交
通
な
ど

の
運
行
計
画
は
な
い
か
聞
く
。

	

公
共
交
通
を
活
性
化
す
る
と

と
も
に
、
公
共
交
通
に
関
す
る
全
市

的
な
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
た
「

地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
を

策
定
し
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
10
月
か
ら

鏡
・
土
佐
山
地
域
で
の
デ
マ
ン
ド
型

乗
合
タ
ク
シ
ー
（
※
）
の
実
証
運
行

を
開
始
し
、
効
果
の
検
証
や
課
題
の

整
理
な
ど
を
行
い
、
効
率
的
で
持
続

可
能
な
公
共
交
通
の
構
築
に
つ
な
げ

て
い
く
。

※
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

　

自
宅
か
ら
バ
ス
停
留
所
ま
で
、
予

約
し
た
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
住
民
同
士

で
利
用
す
る
公
共
交
通

問答

デマンド型乗合タクシー




